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告

沖
縄
県
議
会
報
告

定
例
県
議
会
に
お
い
て
、
一
般
質
問
を

行
っ
た
答
弁
の
要
旨
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

１
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

(1)
八
重
山
諸
島
に
対
す
る
知
事
の
チ
ム

グ
ク
ル
の
心
に
つ
い
て

ア
５
月
13
日
与
那
国
島
で
50
年
に
一
度

の
観
測
史
上
記
録
的
大
雨
時
に
お
け
る

知
事
の
対
応
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
答
弁
】

　

大
雨
警
報
発
表
時
刻
を
も
っ
て
沖
縄

県
並
び
に
八
重
山
地
方
本
部
の
災
害
対

策
準
備
体
制
を
と
り
、
要
員
を
配
備
す

る
と
と
も
に
同
日
朝
の
幹
部
会
議
で
知

事
を
含
め
情
報
共
有
を
図
っ
た
。
そ
の

後
も
随
時
担
当
部
局
か
ら
三
役
へ
報
告

を
行
う
と
と
も
に
、
知
事
か
ら
の
指
示

に
よ
り
、
農
業
振
興
統
括
監
ほ
か
関
係

部
局
の
職
員
を
派
遣
し
被
害
状
況
の
調

査
を
行
っ
た
。

　

知
事
か
ら
、
翌
14
日
昼
、
与
那
国
町

長
へ
電
話
に
て
お
見
舞
い
と
被
害
確
認

を
行
い
、
町
長
か
ら
人
身
被
害
は
な
い

こ
と
と
町
で
被
害
状
況
の
確
認
を
し
、

報
告
を
す
る
と
の
こ
と
で
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
旨
知
事
か
ら
伝
え
た
。

【
農
林
水
産
部
長
答
弁
】

　

与
那
国
町
に
お
け
る
農
林
水
産
業
関

係
の
被
害
額
は
、
農
業
用
施
設
等
で
約

１
億
3
８
５
０
万
円
。

　

農
業
用
施
設
等
に
つ
い
て
災
害
復
旧

事
業
等
に
よ
る
速
や
か
な
復
旧
に
努
め

て
お
り
、
８
月
に
は
災
害
査
定
を
受
け
、

年
度
内
の
復
旧
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。

イ
現
況
被
害
状
況
把
握
及
び
具
体
的
な

早
期
復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

沖
縄
県
議
会

　 （
第
４
回
定
例
会
）

 

一
般
質
問 

　(

6
月
27
日)

　  

要
旨
報
告

【
土
木
建
築
部
長
答
弁
】

　

与
那
国
島
に
お
け
る
去
る
５
月
の
豪

雨
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
の
被
災
に
つ

い
て
は
、
県
施
設
で
田
原
川
の
護
岸
、

県
道
与
那
国
島
線
の
擁
壁
が
損
壊
し
て

お
り
、
与
那
国
町
施
設
は
町
道
帆
安
線
、

町
道
サ
ン
ニ
ヌ
台
線
等
の
の
り
面
崩
壊

が
発
生
し
て
い
る
。

　

現
在
、
県
及
び
与
那
国
町
に
お
い
て
、

災
害
復
旧
の
工
法
等
を
検
討
し
て
お
り
、

今
後
、
災
害
査
定
や
復
旧
工
事
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
早
期
の
復
旧
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(2)
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
知
事
の
基
本
的

認
識
に
つ
い
て

ア
尖
閣
諸
島
へ
執
拗
に
自
説
を
主
張
す

る
中
国
の
領
土
的
野
心
に
お
け
る
、
た

び
重
な
る
中
国
公
船
の
領
海
侵
犯
等
圧

力
事
案
に
対
し
て
知
事
と
し
て
の
明
確

な
姿
勢
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
答
弁
】

　

日
本
政
府
は
、
尖
閣
諸
島
が
我
が
国

固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
的

に
も
国
際
法
上
も
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
に
我
が
国
は
こ
れ
を
有
効

に
支
配
し
て
お
り
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ

り
、
解
決
す
べ
き
領
有
権
の
問
題
は
存

在
し
て
い
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い

る
。

　

沖
縄
県
と
し
て
は
、
尖
閣
諸
島
に
関

す
る
日
本
政
府
の
見
解
を
支
持
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

去
る
６
月
22
日
に
は
河
野
外
務
大
臣

に
対
し
、
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
を
め
ぐ

る
状
況
に
よ
り
、
宮
古
・
八
重
山
地
域

の
住
民
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
同
諸
島
周
辺
の
領
海
・
排
他
的

経
済
水
域
に
お
け
る
安
全
確
保
に
つ
い

て
要
請
し
た
。

イ
５
月
24
日
の
中
国
公
船
に
よ
る
尖
閣

諸
島
事
案
に
関
す
る
５
月
31
日
の
知
事

発
言
内
容
を
６
月
17
日
に
知
事
み
ず
か

ら
撤
回
し
た
真
意
に
つ
い
て

【
知
事
答
弁
】

　

５
月
31
日
の
定
例
記
者
会
見
に
お
け

る
私
の
発
言
は
、
中
国
公
船
に
よ
る
領

海
侵
入
を
許
容
す
る
も
の
で
は
な
く
、

不
測
の
事
態
を
回
避
し
、
事
態
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
の
趣
旨

で
あ
っ
た
。

　

冒
頭
、
尖
閣
諸
島
が
我
が
国
の
領
土

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
述
べ
て
い

る
が
、「
中
国
公
船
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
の
で
故
意
に
刺
激
す
る
よ
う
な
こ
と

は
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
発
言

は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
が
日
本
の
領
海

で
は
な
い
と
の
誤
解
を
与
え
か
ね
ず
、
尖

閣
諸
島
に
関
す
る
私
の
考
え
と
も
異
な
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
言
葉
、
発

言
を
撤
回
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　

尖
閣
諸
島
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で

あ
る
と
い
う
の
が
日
本
政
府
の
公
式
見
解

で
あ
り
、
沖
縄
県
と
し
て
も
同
様
に
考
え

て
い
る
。
ま
た
そ
の
認
識
は
一
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
問
題
に

つ
い
て
は
、
平
和
的
な
外
交
対
話
を
通
じ

て
一
日
も
早
い
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

日
本
、
中
国
の
両
政
府
に
全
力
を
尽
く
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(3)
米
軍
基
地
問
題
に
関
す
る
万
国
津
梁
会

議
に
つ
い
て

ア
当
会
議
の
有
用
性
と
実
効
性
及
び
会
議

答
申
内
容
を
踏
ま
え
て
の
具
体
的
な
政
策

的
出
口
戦
略
に
つ
い
て

イ
当
会
議
の
委
員
の
選
定
理
由
、
選
定
基

準
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
ア
・
イ
一
括
答
弁
】

　

米
軍
基
地
問
題
に
関
す
る
万
国
津
梁
会

議
で
は
、
沖
縄
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い

状
況
や
国
際
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
上

で
、
在
日
米
軍
の
駐
留
の
あ
り
方
、
海
兵

隊
を
初
め
と
し
た
在
沖
米
軍
の
駐
留
の
必

要
性
等
を
再
点
検
す
る
中
で
、
在
沖
米
軍

基
地
の
整
理
縮
小
に
向
け
た
議
論
を
行
っ

て
い
る
。
委
員
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
議
論
を
行
う
に
当
た
り
、
専

門
的
な
知
見
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
け
る

方
を
選
定
し
た
。
知
事
へ
の
最
終
的
な
報

告
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
現
時
点
で
は
未

定
で
す
が
、
い
た
だ
い
た
御
提
言
や
御
意

見
に
つ
い
て
は
、
知
事
・
副
知
事
に
よ
る

調
整
を
経
た
上
で
、
県
の
政
策
や
取
り
組

み
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ウ
当
会
議
を
非
公
開
と
し
た
意
図
に
つ
い

て
、
ま
た
今
後
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
開
催
予
定

の
各
会
議
に
お
い
て
も
非
公
開
扱
い
予
定
な

の
か
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
答
弁
】

　

米
軍
基
地
問
題
に
関
す
る
万
国
津
梁
会
議

に
つ
い
て
は
、
自
由
闊
達
な
議
論
、
忌
憚
の

な
い
意
見
交
換
を
行
う
観
点
か
ら
、
第
１
回

会
議
に
お
い
て
委
員
相
互
に
確
認
を
行
っ
た

上
で
、
非
公
開
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

る
。
会
議
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局

に
お
い
て
議
事
概
要
を
作
成
し
公
表
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
第
１
回
会
議
の
議
事
概
要

に
つ
い
て
は
、
去
る
６
月
17
日
に
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

【
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
答
弁
】

　

県
の
附
属
機
関
等
の
会
議
の
公
開
に
関
す

る
指
針
で
は
、
附
属
機
関
等
の
会
議
の
公
開
・

非
公
開
に
つ
い
て
は
、
当
該
附
属
機
関
等
ま

た
は
当
該
附
属
機
関
等
の
長
が
決
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
万
国
津
梁
会
議
の

各
会
議
の
公
開
・
非
公
開
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
と
し
て
は
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
公
開

で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
公

開
し
、
有
識
者
等
委
員
の
方
々
に
自
由
な
議

論
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
観
点
か
ら
、
公

開
し
な
い
ほ
う
が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
非
公
開
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

２
次
期
沖
縄
振
興
計
画
に
つ
い
て

(1)
次
期
沖
縄
振
興
計
画
へ
向
け
た
現
行
計
画

の
総
点
検
に
つ
い
て

ア
総
点
検
に
お
け
る
政
策
骨
子
概
要
及
び
そ

の
理
論
的
整
理
に
つ
い
て(

経
過
説
明
含
む)

【
企
画
部
長 

ア
・
オ
一
括
答
弁
】

　

沖
縄
振
興
予
算
の
一
括
計
上
方
式
や
一
国

二
制
度
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
沖
縄
振
興

税
制
等
は
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計

画
に
掲
げ
る
各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
必
要
な
制
度
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

〜
次
項
へ
つ
づ
く
〜

　

県
で
は
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に

基
づ
き
実
施
し
て
き
た
各
種
施
策
や
沖
縄
振
興
特

別
措
置
法
等
に
規
定
す
る
各
種
制
度
に
つ
い
て
、

成
果
や
課
題
等
を
検
証
す
る
た
め
総
点
検
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
沖
縄
県
振
興
審
議

会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
今
年
度
中
に
総
点
検

報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
総
点
検
の
結
果
や
新
沖
縄
発
展
戦
略
を
踏
ま

え
、
新
た
な
沖
縄
振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
に
新
た
な
振
興
計
画
の
骨
子
案
を
取
り
ま

と
め
、沖
縄
県
振
興
審
議
会
の
審
議
と
あ
わ
せ
て
、

市
町
村
や
経
済
団
体
等
か
ら
広
く
御
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

イ
次
期
沖
振
計
に
盛
り
込
む
、
特
に
重
要
な
政
策

課
題
の
抽
出
に
つ
い
て(

現
行
政
策
の
深
堀
り
含

む)

【
企
画
部
長 

答
弁
】

　

こ
れ
ま
で
の
沖
縄
振
興
諸
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
本
県
の
社
会
経
済
は
好
調
を
持
続
し
て
お
り

ま
す
が
、
県
民
所
得
の
向
上
等
は
い
ま
だ
十
分
で

は
な
く
、
自
立
型
経
済
の
構
築
は
、
な
お
道
半
ば

に
あ
る
。
ま
た
、
深
刻
な
子
供
の
貧
困
の
問
題
や

離
島
の
条
件
不
利
性
の
克
服
、
米
軍
基
地
問
題
の

解
決
、
基
地
返
還
跡
地
の
利
用
な
ど
、
沖
縄
の
特

殊
事
情
か
ら
派
生
す
る
固
有
課
題
の
解
決
も
図
る

必
要
が
あ
る
。
県
で
は
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
に
基
づ
く
各
種
施
策
等
に
つ
い
て
、
成

果
や
課
題
等
を
検
証
す
る
た
め
総
点
検
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
な
沖
縄
振
興

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
総
点
検
の
結
果
や
新
沖

縄
発
展
戦
略
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

ウ
次
期
沖
振
計
に
お
い
て
国
境
離
島
地
域
の
国
土

保
全
へ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
中
核
離
島(

石
垣
島
・

宮
古
島)

及
び
周
辺
離
島
に
お
け
る
政
策
提
起
の

重
要
性
に
つ
い
て

【
企
画
部
長 

答
弁
】

　

本
県
の
離
島
は
、
我
が
国
の
領
空
・
領
海
、
排

他
的
経
済
水
域
の
保
全
に
貢
献
す
る
な
ど
、
国
益

上
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
離
島
に
お
い
て

は
、
そ
の
遠
隔
性
、
狭
小
性
、
散
在
性
に
起
因
す

る
、
教
育
環
境
や
就
労
の
場
の
不
足
に
よ
る
若
年

者
を
中
心
と
し
た
慢
性
的
な
人
口
の
流
出
、
住
民

の
高
齢
化
、
産
業
振
興
の
お
く
れ
な
ど
の
共
通
の

課
題
に
加
え
、
宮
古
島
や
石
垣
島
に
お
い
て
は
、

人
手
不
足
や
受
け
入
れ
環
境
整
備
の
遅
れ
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
出
て
き
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
離
島
住
民
が
住
み
な
れ
た
島
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
て
、
次
期
沖
縄
振
興
計
画
に
お
い
て
も
、
離
島

地
域
の
振
興
に
引
き
続
き
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

エ
沖
縄
の
自
立
経
済

構
築
へ
の
目
標
値
と

す
べ
く
、
県
内
総
生

産
及
び
１
人
当
た
り

の
県
民
所
得
、
県
財

政
の
自
主
財
源
比

率
、
人
口
規
模
、
県

内
産
業
構
造
等
の
推

計
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

重
要
性
に
つ
い
て

【
企
画
部
長 

答
弁
】

　

沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
で
は
、

計
画
達
成
後
の
社
会
経
済
展
望
値
と
し
て
人

口
、
県
内
総
生
産
、
１
人
当
た
り
の
県
民
所

得
な
ど
の
将
来
推
計
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
主
要
指
標
の
動
向
や
課
題
、
今
後

の
対
応
方
向
等
に
つ
い
て
総
点
検
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
次
年
度
に
は
、
総
点
検
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
新
た

な
振
興
計
画
の
社
会
経
済
フ
レ
ー
ム
を
検
討
す
る
た
め
、
人

口
規
模
、
経
済
及
び
産
業
に
関
す
る
将
来
推
計
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

オ
現
行
振
興
計
画
の
惰
性
論
、
振
興
予
算
一
括
計
上
不
要
論

及
び
知
事
の
提
起
で
あ
る
中
国
政
府
の
提
唱
す
る
広
域
経
済

圏
構
想
一
帯
一
路
の
沖
縄
の
活
用
、
自
治
州
的
な
一
国
二
制

度
思
想
を
次
期
沖
縄
振
興
計
画
へ
重
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し

て
盛
り
込
む
政
策
議
論
が
総
点
検
に
お
い
て
さ
れ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て

【
企
画
部
長 

ア
・
オ
一
括
答
弁
】

【
商
工
労
働
部
長 

答
弁
】

　

先
ほ
ど
企
画
部
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
、
県
で
は
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
実
施
し
て
き
た
各
種
施
策

等
に
つ
い
て
成
果
や
課
題
等
を
検
証
す
る
た
め
、
総
点
検
作

業
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、
一
帯
一
路
構
想
の
沖
縄
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
総
点
検
作
業
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。

３
八
重
山
地
域
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

(1)
八
重
山
病
院
を
中
核
医
療
機
関
と
す
る
離
島
医
療
の
あ
り

方
に
つ
い
て

ア
離
島
医
療
は
県
に
お
け
る
政
策
医
療
で
あ
る
と
の
基
本
的

認
識
に
つ
い
て

【
保
健
医
療
部
長 

答
弁
】

　

採
算
性
の
面
か
ら
民
間
医
療
機
関
で
は
対
応
が
困
難
な
離

島
な
ど
の
地
域
に
お
い
て
、
医
療
機
関
を
設
置
し
、
医
療
提

供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

政務活動政務活動
PickUP!PickUP!

5 月 23 日 石垣市北部地区における地域医療及
び課題について、伊原間公民館にて、北部地
区の公民館長や地域の皆さまと意見交換を行
い、県立八重山病院付属伊原間診療所の現状
と今後について等、今後の最善の方策などに
ついて話し合いました。

観測史上最大の大雨を記録 (３時間276.5mm)
した与那国島へ、5月 17日西銘衆議院議員と
共に現地入りし状況を確認いたしました。

明和大津波遭難者慰霊祭
(4/24) へ参列し、代表
献花をいたし、犠牲に
なった方々のご冥福をお
祈りいたしました。

イ
１
次
医
療
と
２
次
医
療
、
３
次
医
療
の
地
域

医
療
機
関
及
び
当
該
自
治
体
と
の
連
携
体
制
強

化
に
つ
い
て

【
保
健
医
療
部
長 

答
弁
】

　

八
重
山
地
域
に
お
い
て
は
、
急
性
期
機
能
を

担
う
県
立
八
重
山
病
院
を
中
心
と
し
て
、
県
、

竹
富
町
及
び
与
那
国
町
が
設
置
す
る
僻
地
診
療

所
や
民
間
医
療
機
関
が
連
携
を
図
り
、
１
次
及

び
２
次
医
療
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
で

提
供
す
る
こ
と
が
困
難
な
、
専
門
性
の
高
い
、

高
度
、
特
殊
な
３
次
医
療
に
つ
い
て
は
本
島
の

病
院
へ
搬
送
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に

応
じ
た
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
、

八
重
山
地
域
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
の
医
療
機
関
及
び
市
町
村
と
の
連
携

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ウ
八
重
山
圏
域
、
多
良
間
島
か
ら
の
緊
急
性
患

者
移
送
及
び
発
災
時
の
対
応
と
し
て
の
大
型
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
八
重
山
病
院
に
近
接
し
て
整
備
す

る
重
要
性
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
答
弁
】

　

緊
急
患
者
搬
送
に
つ
い
て
、
石
垣
市
が
整
備
・

運
用
す
る
現
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
県
立
八
重
山
病

院
に
近
接
し
た
場
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
患

者
を
迅
速
に
病
院
へ
搬
送
す
る
上
で
、
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
を
有
し
た
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
一
方
、
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
活
動

す
る
ヘ
リ
に
対
応
可
能
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
内
閣
府
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中

で
、
広
域
防
災
拠
点
に
備
え
る
べ
き
機
能
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
い
る
。
今
後
は
、
広
域
防
災

拠
点
と
し
て
必
要
と
な
る
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
、

海
抜
、
交
通
ア
ク
セ
ス
等
を
考
慮
し
た
既
存
の

公
共
施
設
を
候
補
と
し
つ
つ
、
石
垣
市
と
の
協

議
を
通
じ
て
拠
点
を
選
定
し
、
適
切
な
施
設
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

エ
八
重
山
病
院
の
現
場
医
療
実
態
に
お
い
て
妥

当
な
定
員
で
あ
る
か
の
認
識
及
び
医
師
の
負
担

軽
減
の
た
め
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
職
種
人
員
の
充

実
配
置
の
重
要
性
に
つ
い
て

【
病
院
事
業
局
長 

答
弁
】

　

病
院
事
業
局
で
は
、
職
員
定
数
に
つ
い
て
、

県
立
病
院
の
役
割
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制
、

経
営
へ
の
影
響
、
国
の
医
療
制
度
改
革
の
動
向

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
関
係
機
関
と
調
整
し

な
が
ら
配
置
し
て
い
る
。
八
重
山
病
院
の
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
職
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

こ
れ
ま
で
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強

化
等
の
目
的
で
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

等
計
22
名
を
増
員
す
る
な
ど
、
必
要
な
人
材
を

配
置
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
適

切
な
定
数
の
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
八
重
山
圏
域
に
お
け
る
県
発
注
公
共
工
事
に
つ
い
て

(1)
地
元
企
業
、
設
備
業
者
へ
の
最
優
先
指
名
に
つ
い
て

(2)
公
共
事
業
の
分
離
・
分
割
発
注
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

【
土
木
建
築
部
長 (

１)(

２)

一
括
答
弁
】

　

県
発
注
工
事
に
お
い
て
は
、
県
内
企
業
へ
の
優
先
発

注
及
び
県
産
品
の
優
先
使
用
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
工

事
の
規
模
や
手
持
ち
工
事
の
状
況
等
を
勘
案
し
た
上

で
、
可
能
な
限
り
地
元
企
業
に
配
慮
し
て
指
名
等
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
分
離
・
分
割
発
注

を
行
う
と
と
も
に
、
地
元
企
業
が
施
工
困
難
な
工
事
は
、

共
同
企
業
体
方
式
に
よ
り
受
注
機
会
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
引
き
続
き
、
八
重
山
圏
域
を
含
め
て
地
元
企
業

に
配
慮
し
た
発
注
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

(3)
建
設
物
価
、
労
務
単
価
等
及
び
離
島
地
域
特
有
の
必

要
経
費
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

【
土
木
建
築
部
長
答
弁
】

　

県
は
、
予
定
価
格
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
最
新
の

資
材
単
価
及
び
労
務
単
価
を
適
用
し
て
お
り
、
市
場
単

価
と
実
勢
価
格
に
乖
離
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
適
宜
見

積
も
り
等
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
離

島
の
工
事
に
お
い
て
、
遠
隔
地
か
ら
の
労
働
者
で
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
、
旅
費
や
宿
泊
費
等
の
追
加

分
の
経
費
に
つ
い
て
、
実
績
に
応
じ
て
設
計
変
更
で
き

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
離
島
地

域
の
価
格
動
向
を
注
視
し
、
適
正
な
予
定
価
格
の
設
定

に
努
め
て
い
く
。

【
一
般
質
問
所
感
】

尖
閣
諸
島
へ
の
中
国
の
圧
力
に
対
し
、
知
事
に
は
明
確

な
抗
議
の
意
思
の
確
認
が
見
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ

る
。

ま
た
、
領
海
侵
犯
事
案
に
対
し
て
、
瞬
時
に
知
事
へ
伝

え
る
危
機
管
理
体
制
が
未
整
備
な
の
は
、
極
め
て
重
大

な
問
題
で
あ
る
。

与
那
国
大
雨
災
害
後
に
お
い
て
、
現
地
調
査
へ
赴
か
ず

離
島
軽
視
の
姿
勢
は
絶
対
に
認

め
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。

次
期
沖
振
計
総
点
検
も
そ
の
内

容
に
つ
い
て
深
く
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。

離
島
医
療
体
制
に
つ
い
て
も
改

善
す
べ
き
点
は
多
く
あ
る
事
か

ら
こ
れ
か
ら
も
問
う
て
い
く
。

次
期
沖
振
計
に
向
け
て
真
剣
に

取
り
組
む
べ
き
時
期
で
あ
り
、

辺
野
古
一
辺
倒
の
政
治
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
終
始
す
べ
き

で
は
な
い
。
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定
例
県
議
会
に
お
い
て
、
一
般
質
問
を

行
っ
た
答
弁
の
要
旨
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

１
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

(1)
八
重
山
諸
島
に
対
す
る
知
事
の
チ
ム

グ
ク
ル
の
心
に
つ
い
て

ア
５
月
13
日
与
那
国
島
で
50
年
に
一
度

の
観
測
史
上
記
録
的
大
雨
時
に
お
け
る

知
事
の
対
応
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
答
弁
】

　

大
雨
警
報
発
表
時
刻
を
も
っ
て
沖
縄

県
並
び
に
八
重
山
地
方
本
部
の
災
害
対

策
準
備
体
制
を
と
り
、
要
員
を
配
備
す

る
と
と
も
に
同
日
朝
の
幹
部
会
議
で
知

事
を
含
め
情
報
共
有
を
図
っ
た
。
そ
の

後
も
随
時
担
当
部
局
か
ら
三
役
へ
報
告

を
行
う
と
と
も
に
、
知
事
か
ら
の
指
示

に
よ
り
、
農
業
振
興
統
括
監
ほ
か
関
係

部
局
の
職
員
を
派
遣
し
被
害
状
況
の
調

査
を
行
っ
た
。

　

知
事
か
ら
、
翌
14
日
昼
、
与
那
国
町

長
へ
電
話
に
て
お
見
舞
い
と
被
害
確
認

を
行
い
、
町
長
か
ら
人
身
被
害
は
な
い

こ
と
と
町
で
被
害
状
況
の
確
認
を
し
、

報
告
を
す
る
と
の
こ
と
で
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
旨
知
事
か
ら
伝
え
た
。

【
農
林
水
産
部
長
答
弁
】

　

与
那
国
町
に
お
け
る
農
林
水
産
業
関

係
の
被
害
額
は
、
農
業
用
施
設
等
で
約

１
億
3
８
５
０
万
円
。

　

農
業
用
施
設
等
に
つ
い
て
災
害
復
旧

事
業
等
に
よ
る
速
や
か
な
復
旧
に
努
め

て
お
り
、
８
月
に
は
災
害
査
定
を
受
け
、

年
度
内
の
復
旧
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。

イ
現
況
被
害
状
況
把
握
及
び
具
体
的
な

早
期
復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

【
土
木
建
築
部
長
答
弁
】

　

与
那
国
島
に
お
け
る
去
る
５
月
の
豪

雨
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
の
被
災
に
つ

い
て
は
、
県
施
設
で
田
原
川
の
護
岸
、

県
道
与
那
国
島
線
の
擁
壁
が
損
壊
し
て

お
り
、
与
那
国
町
施
設
は
町
道
帆
安
線
、

町
道
サ
ン
ニ
ヌ
台
線
等
の
の
り
面
崩
壊

が
発
生
し
て
い
る
。

　

現
在
、
県
及
び
与
那
国
町
に
お
い
て
、

災
害
復
旧
の
工
法
等
を
検
討
し
て
お
り
、

今
後
、
災
害
査
定
や
復
旧
工
事
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
早
期
の
復
旧
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(2)
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
知
事
の
基
本
的

認
識
に
つ
い
て

ア
尖
閣
諸
島
へ
執
拗
に
自
説
を
主
張
す

る
中
国
の
領
土
的
野
心
に
お
け
る
、
た

び
重
な
る
中
国
公
船
の
領
海
侵
犯
等
圧

力
事
案
に
対
し
て
知
事
と
し
て
の
明
確

な
姿
勢
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
答
弁
】

　

日
本
政
府
は
、
尖
閣
諸
島
が
我
が
国

固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
的

に
も
国
際
法
上
も
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
に
我
が
国
は
こ
れ
を
有
効

に
支
配
し
て
お
り
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ

り
、
解
決
す
べ
き
領
有
権
の
問
題
は
存

在
し
て
い
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い

る
。

　

沖
縄
県
と
し
て
は
、
尖
閣
諸
島
に
関

す
る
日
本
政
府
の
見
解
を
支
持
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

去
る
６
月
22
日
に
は
河
野
外
務
大
臣

に
対
し
、
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
を
め
ぐ

る
状
況
に
よ
り
、
宮
古
・
八
重
山
地
域

の
住
民
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
同
諸
島
周
辺
の
領
海
・
排
他
的

経
済
水
域
に
お
け
る
安
全
確
保
に
つ
い

て
要
請
し
た
。

イ
５
月
24
日
の
中
国
公
船
に
よ
る
尖
閣

諸
島
事
案
に
関
す
る
５
月
31
日
の
知
事

発
言
内
容
を
６
月
17
日
に
知
事
み
ず
か

ら
撤
回
し
た
真
意
に
つ
い
て

【
知
事
答
弁
】

　

５
月
31
日
の
定
例
記
者
会
見
に
お
け

る
私
の
発
言
は
、
中
国
公
船
に
よ
る
領

海
侵
入
を
許
容
す
る
も
の
で
は
な
く
、

不
測
の
事
態
を
回
避
し
、
事
態
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
の
趣
旨

で
あ
っ
た
。

　

冒
頭
、
尖
閣
諸
島
が
我
が
国
の
領
土

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
述
べ
て
い

る
が
、「
中
国
公
船
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
の
で
故
意
に
刺
激
す
る
よ
う
な
こ
と

は
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
発
言

は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
が
日
本
の
領
海

で
は
な
い
と
の
誤
解
を
与
え
か
ね
ず
、
尖

閣
諸
島
に
関
す
る
私
の
考
え
と
も
異
な
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
言
葉
、
発

言
を
撤
回
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　

尖
閣
諸
島
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で

あ
る
と
い
う
の
が
日
本
政
府
の
公
式
見
解

で
あ
り
、
沖
縄
県
と
し
て
も
同
様
に
考
え

て
い
る
。
ま
た
そ
の
認
識
は
一
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
問
題
に

つ
い
て
は
、
平
和
的
な
外
交
対
話
を
通
じ

て
一
日
も
早
い
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

日
本
、
中
国
の
両
政
府
に
全
力
を
尽
く
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(3)
米
軍
基
地
問
題
に
関
す
る
万
国
津
梁
会

議
に
つ
い
て

ア
当
会
議
の
有
用
性
と
実
効
性
及
び
会
議

答
申
内
容
を
踏
ま
え
て
の
具
体
的
な
政
策

的
出
口
戦
略
に
つ
い
て

イ
当
会
議
の
委
員
の
選
定
理
由
、
選
定
基

準
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
ア
・
イ
一
括
答
弁
】

　

米
軍
基
地
問
題
に
関
す
る
万
国
津
梁
会

議
で
は
、
沖
縄
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い

状
況
や
国
際
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
上

で
、
在
日
米
軍
の
駐
留
の
あ
り
方
、
海
兵

隊
を
初
め
と
し
た
在
沖
米
軍
の
駐
留
の
必

要
性
等
を
再
点
検
す
る
中
で
、
在
沖
米
軍

基
地
の
整
理
縮
小
に
向
け
た
議
論
を
行
っ

て
い
る
。
委
員
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
議
論
を
行
う
に
当
た
り
、
専

門
的
な
知
見
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
け
る

方
を
選
定
し
た
。
知
事
へ
の
最
終
的
な
報

告
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
現
時
点
で
は
未

定
で
す
が
、
い
た
だ
い
た
御
提
言
や
御
意

見
に
つ
い
て
は
、
知
事
・
副
知
事
に
よ
る

調
整
を
経
た
上
で
、
県
の
政
策
や
取
り
組

み
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ウ
当
会
議
を
非
公
開
と
し
た
意
図
に
つ
い

て
、
ま
た
今
後
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
開
催
予
定

の
各
会
議
に
お
い
て
も
非
公
開
扱
い
予
定
な

の
か
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
答
弁
】

　

米
軍
基
地
問
題
に
関
す
る
万
国
津
梁
会
議

に
つ
い
て
は
、
自
由
闊
達
な
議
論
、
忌
憚
の

な
い
意
見
交
換
を
行
う
観
点
か
ら
、
第
１
回

会
議
に
お
い
て
委
員
相
互
に
確
認
を
行
っ
た

上
で
、
非
公
開
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

る
。
会
議
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局

に
お
い
て
議
事
概
要
を
作
成
し
公
表
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
第
１
回
会
議
の
議
事
概
要

に
つ
い
て
は
、
去
る
６
月
17
日
に
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

【
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
答
弁
】

　

県
の
附
属
機
関
等
の
会
議
の
公
開
に
関
す

る
指
針
で
は
、
附
属
機
関
等
の
会
議
の
公
開
・

非
公
開
に
つ
い
て
は
、
当
該
附
属
機
関
等
ま

た
は
当
該
附
属
機
関
等
の
長
が
決
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
万
国
津
梁
会
議
の

各
会
議
の
公
開
・
非
公
開
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
と
し
て
は
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
公
開

で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
公

開
し
、
有
識
者
等
委
員
の
方
々
に
自
由
な
議

論
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
観
点
か
ら
、
公

開
し
な
い
ほ
う
が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
非
公
開
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

２
次
期
沖
縄
振
興
計
画
に
つ
い
て

(1)
次
期
沖
縄
振
興
計
画
へ
向
け
た
現
行
計
画

の
総
点
検
に
つ
い
て

ア
総
点
検
に
お
け
る
政
策
骨
子
概
要
及
び
そ

の
理
論
的
整
理
に
つ
い
て(

経
過
説
明
含
む)

【
企
画
部
長 

ア
・
オ
一
括
答
弁
】

　

沖
縄
振
興
予
算
の
一
括
計
上
方
式
や
一
国

二
制
度
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
沖
縄
振
興

税
制
等
は
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計

画
に
掲
げ
る
各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
必
要
な
制
度
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

〜
前
項
よ
り
つ
づ
き
〜

　

県
で
は
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に

基
づ
き
実
施
し
て
き
た
各
種
施
策
や
沖
縄
振
興
特

別
措
置
法
等
に
規
定
す
る
各
種
制
度
に
つ
い
て
、

成
果
や
課
題
等
を
検
証
す
る
た
め
総
点
検
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
沖
縄
県
振
興
審
議

会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
今
年
度
中
に
総
点
検

報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
総
点
検
の
結
果
や
新
沖
縄
発
展
戦
略
を
踏
ま

え
、
新
た
な
沖
縄
振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
に
新
た
な
振
興
計
画
の
骨
子
案
を
取
り
ま

と
め
、沖
縄
県
振
興
審
議
会
の
審
議
と
あ
わ
せ
て
、

市
町
村
や
経
済
団
体
等
か
ら
広
く
御
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

イ
次
期
沖
振
計
に
盛
り
込
む
、
特
に
重
要
な
政
策

課
題
の
抽
出
に
つ
い
て(

現
行
政
策
の
深
堀
り
含

む)

【
企
画
部
長 

答
弁
】

　

こ
れ
ま
で
の
沖
縄
振
興
諸
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
本
県
の
社
会
経
済
は
好
調
を
持
続
し
て
お
り

ま
す
が
、
県
民
所
得
の
向
上
等
は
い
ま
だ
十
分
で

は
な
く
、
自
立
型
経
済
の
構
築
は
、
な
お
道
半
ば

に
あ
る
。
ま
た
、
深
刻
な
子
供
の
貧
困
の
問
題
や

離
島
の
条
件
不
利
性
の
克
服
、
米
軍
基
地
問
題
の

解
決
、
基
地
返
還
跡
地
の
利
用
な
ど
、
沖
縄
の
特

殊
事
情
か
ら
派
生
す
る
固
有
課
題
の
解
決
も
図
る

必
要
が
あ
る
。
県
で
は
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
に
基
づ
く
各
種
施
策
等
に
つ
い
て
、
成

果
や
課
題
等
を
検
証
す
る
た
め
総
点
検
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
な
沖
縄
振
興

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
総
点
検
の
結
果
や
新
沖

縄
発
展
戦
略
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

ウ
次
期
沖
振
計
に
お
い
て
国
境
離
島
地
域
の
国
土

保
全
へ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
中
核
離
島(

石
垣
島
・

宮
古
島)

及
び
周
辺
離
島
に
お
け
る
政
策
提
起
の

重
要
性
に
つ
い
て

【
企
画
部
長 

答
弁
】

　

本
県
の
離
島
は
、
我
が
国
の
領
空
・
領
海
、
排

他
的
経
済
水
域
の
保
全
に
貢
献
す
る
な
ど
、
国
益

上
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
離
島
に
お
い
て

は
、
そ
の
遠
隔
性
、
狭
小
性
、
散
在
性
に
起
因
す

る
、
教
育
環
境
や
就
労
の
場
の
不
足
に
よ
る
若
年

者
を
中
心
と
し
た
慢
性
的
な
人
口
の
流
出
、
住
民

の
高
齢
化
、
産
業
振
興
の
お
く
れ
な
ど
の
共
通
の

課
題
に
加
え
、
宮
古
島
や
石
垣
島
に
お
い
て
は
、

人
手
不
足
や
受
け
入
れ
環
境
整
備
の
遅
れ
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
出
て
き
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
離
島
住
民
が
住
み
な
れ
た
島
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
て
、
次
期
沖
縄
振
興
計
画
に
お
い
て
も
、
離
島

地
域
の
振
興
に
引
き
続
き
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

エ
沖
縄
の
自
立
経
済

構
築
へ
の
目
標
値
と

す
べ
く
、
県
内
総
生

産
及
び
１
人
当
た
り

の
県
民
所
得
、
県
財

政
の
自
主
財
源
比

率
、
人
口
規
模
、
県

内
産
業
構
造
等
の
推

計
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

重
要
性
に
つ
い
て

【
企
画
部
長 

答
弁
】

　

沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
で
は
、

計
画
達
成
後
の
社
会
経
済
展
望
値
と
し
て
人

口
、
県
内
総
生
産
、
１
人
当
た
り
の
県
民
所

得
な
ど
の
将
来
推
計
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
主
要
指
標
の
動
向
や
課
題
、
今
後

の
対
応
方
向
等
に
つ
い
て
総
点
検
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
次
年
度
に
は
、
総
点
検
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
新
た

な
振
興
計
画
の
社
会
経
済
フ
レ
ー
ム
を
検
討
す
る
た
め
、
人

口
規
模
、
経
済
及
び
産
業
に
関
す
る
将
来
推
計
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

オ
現
行
振
興
計
画
の
惰
性
論
、
振
興
予
算
一
括
計
上
不
要
論

及
び
知
事
の
提
起
で
あ
る
中
国
政
府
の
提
唱
す
る
広
域
経
済

圏
構
想
一
帯
一
路
の
沖
縄
の
活
用
、
自
治
州
的
な
一
国
二
制

度
思
想
を
次
期
沖
縄
振
興
計
画
へ
重
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し

て
盛
り
込
む
政
策
議
論
が
総
点
検
に
お
い
て
さ
れ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て

【
企
画
部
長 

ア
・
オ
一
括
答
弁
】

【
商
工
労
働
部
長 

答
弁
】

　

先
ほ
ど
企
画
部
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
、
県
で
は
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
実
施
し
て
き
た
各
種
施
策

等
に
つ
い
て
成
果
や
課
題
等
を
検
証
す
る
た
め
、
総
点
検
作

業
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、
一
帯
一
路
構
想
の
沖
縄
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
総
点
検
作
業
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。

３
八
重
山
地
域
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

(1)
八
重
山
病
院
を
中
核
医
療
機
関
と
す
る
離
島
医
療
の
あ
り

方
に
つ
い
て

ア
離
島
医
療
は
県
に
お
け
る
政
策
医
療
で
あ
る
と
の
基
本
的

認
識
に
つ
い
て

【
保
健
医
療
部
長 

答
弁
】

　

採
算
性
の
面
か
ら
民
間
医
療
機
関
で
は
対
応
が
困
難
な
離

島
な
ど
の
地
域
に
お
い
て
、
医
療
機
関
を
設
置
し
、
医
療
提

供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

イ
１
次
医
療
と
２
次
医
療
、
３
次
医
療
の
地
域

医
療
機
関
及
び
当
該
自
治
体
と
の
連
携
体
制
強

化
に
つ
い
て

【
保
健
医
療
部
長 

答
弁
】

　

八
重
山
地
域
に
お
い
て
は
、
急
性
期
機
能
を

担
う
県
立
八
重
山
病
院
を
中
心
と
し
て
、
県
、

竹
富
町
及
び
与
那
国
町
が
設
置
す
る
僻
地
診
療

所
や
民
間
医
療
機
関
が
連
携
を
図
り
、
１
次
及

び
２
次
医
療
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
で

提
供
す
る
こ
と
が
困
難
な
、
専
門
性
の
高
い
、

高
度
、
特
殊
な
３
次
医
療
に
つ
い
て
は
本
島
の

病
院
へ
搬
送
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に

応
じ
た
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
、

八
重
山
地
域
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
の
医
療
機
関
及
び
市
町
村
と
の
連
携

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ウ
八
重
山
圏
域
、
多
良
間
島
か
ら
の
緊
急
性
患

者
移
送
及
び
発
災
時
の
対
応
と
し
て
の
大
型
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
八
重
山
病
院
に
近
接
し
て
整
備
す

る
重
要
性
に
つ
い
て

【
知
事
公
室
長
答
弁
】

　

緊
急
患
者
搬
送
に
つ
い
て
、
石
垣
市
が
整
備
・

運
用
す
る
現
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
県
立
八
重
山
病

院
に
近
接
し
た
場
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
患

者
を
迅
速
に
病
院
へ
搬
送
す
る
上
で
、
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
を
有
し
た
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
一
方
、
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
活
動

す
る
ヘ
リ
に
対
応
可
能
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
内
閣
府
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中

で
、
広
域
防
災
拠
点
に
備
え
る
べ
き
機
能
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
い
る
。
今
後
は
、
広
域
防
災

拠
点
と
し
て
必
要
と
な
る
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
、

海
抜
、
交
通
ア
ク
セ
ス
等
を
考
慮
し
た
既
存
の

公
共
施
設
を
候
補
と
し
つ
つ
、
石
垣
市
と
の
協

議
を
通
じ
て
拠
点
を
選
定
し
、
適
切
な
施
設
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

エ
八
重
山
病
院
の
現
場
医
療
実
態
に
お
い
て
妥

当
な
定
員
で
あ
る
か
の
認
識
及
び
医
師
の
負
担

軽
減
の
た
め
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
職
種
人
員
の
充

実
配
置
の
重
要
性
に
つ
い
て

【
病
院
事
業
局
長 

答
弁
】

　

病
院
事
業
局
で
は
、
職
員
定
数
に
つ
い
て
、

県
立
病
院
の
役
割
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制
、

経
営
へ
の
影
響
、
国
の
医
療
制
度
改
革
の
動
向

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
関
係
機
関
と
調
整
し

な
が
ら
配
置
し
て
い
る
。
八
重
山
病
院
の
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
職
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

こ
れ
ま
で
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強

化
等
の
目
的
で
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

等
計
22
名
を
増
員
す
る
な
ど
、
必
要
な
人
材
を

配
置
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
適

切
な
定
数
の
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
八
重
山
圏
域
に
お
け
る
県
発
注
公
共
工
事
に
つ
い
て

(1)
地
元
企
業
、
設
備
業
者
へ
の
最
優
先
指
名
に
つ
い
て

(2)
公
共
事
業
の
分
離
・
分
割
発
注
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

【
土
木
建
築
部
長 (

１)(

２)

一
括
答
弁
】

　

県
発
注
工
事
に
お
い
て
は
、
県
内
企
業
へ
の
優
先
発

注
及
び
県
産
品
の
優
先
使
用
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
工

事
の
規
模
や
手
持
ち
工
事
の
状
況
等
を
勘
案
し
た
上

で
、
可
能
な
限
り
地
元
企
業
に
配
慮
し
て
指
名
等
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
分
離
・
分
割
発
注

を
行
う
と
と
も
に
、
地
元
企
業
が
施
工
困
難
な
工
事
は
、

共
同
企
業
体
方
式
に
よ
り
受
注
機
会
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
引
き
続
き
、
八
重
山
圏
域
を
含
め
て
地
元
企
業

に
配
慮
し
た
発
注
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

(3)
建
設
物
価
、
労
務
単
価
等
及
び
離
島
地
域
特
有
の
必

要
経
費
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

【
土
木
建
築
部
長
答
弁
】

　

県
は
、
予
定
価
格
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
最
新
の

資
材
単
価
及
び
労
務
単
価
を
適
用
し
て
お
り
、
市
場
単

価
と
実
勢
価
格
に
乖
離
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
適
宜
見

積
も
り
等
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
離

島
の
工
事
に
お
い
て
、
遠
隔
地
か
ら
の
労
働
者
で
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
、
旅
費
や
宿
泊
費
等
の
追
加

分
の
経
費
に
つ
い
て
、
実
績
に
応
じ
て
設
計
変
更
で
き

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
離
島
地

域
の
価
格
動
向
を
注
視
し
、
適
正
な
予
定
価
格
の
設
定

に
努
め
て
い
く
。

【
一
般
質
問
所
感
】

尖
閣
諸
島
へ
の
中
国
の
圧
力
に
対
し
、
知
事
に
は
明
確

な
抗
議
の
意
思
の
確
認
が
見
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ

る
。

ま
た
、
領
海
侵
犯
事
案
に
対
し
て
、
瞬
時
に
知
事
へ
伝

え
る
危
機
管
理
体
制
が
未
整
備
な
の
は
、
極
め
て
重
大

な
問
題
で
あ
る
。

与
那
国
大
雨
災
害
後
に
お
い
て
、
現
地
調
査
へ
赴
か
ず

沖縄自民党会派 YouTubeチャンネルで
議会の動画配信も行っています
沖縄自民党会派 YouTubeチャンネルで
議会の動画配信も行っています

離
島
軽
視
の
姿
勢
は
絶
対
に
認

め
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。

次
期
沖
振
計
総
点
検
も
そ
の
内

容
に
つ
い
て
深
く
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。

離
島
医
療
体
制
に
つ
い
て
も
改

善
す
べ
き
点
は
多
く
あ
る
事
か

ら
こ
れ
か
ら
も
問
う
て
い
く
。

次
期
沖
振
計
に
向
け
て
真
剣
に

取
り
組
む
べ
き
時
期
で
あ
り
、

辺
野
古
一
辺
倒
の
政
治
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
終
始
す
べ
き

で
は
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら　

　

県
政
を
追
求
し
正
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
ご

　

要
望
を
大
浜
一
郎
に
、
お
寄
せ
く

　

だ
さ
い
。


